
（別添） 
時間帯補正等価騒音レベル（Ｌｄｅｎ）について 

 

夕方の騒音、夜間の騒音に重み付けを行い評価した 1 日の等価騒音レベル。 
評価については、算式アにより 1 日ごとの Lden を算出し、全測定日の Lden について、

算式イによりパワー平均を算出する。 
 
算式ア 
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(注) ｉ、ｊ及びｋとは、各時間帯で観測標本のｉ番目、ｊ番目及びｋ番目をいい、

ＬＡＥ,ｄｉとは、午前７時から午後７時までの時間帯におけるｉ番目のＬＡＥ、ＬＡＥ,ｅｊ

とは、午後７時から午後 10 時までの時間帯におけるｊ番目のＬＡＥ、ＬＡＥ,ｎｋとは、

午前０時から午前７時まで及び午後 10 時から午後 12 時までの時間帯におけるｋ

番目のＬＡＥをいう。また、Ｔ０とは、規準化時間（１秒）をいい、Ｔとは、観測１

日の時間（86400 秒）をいう。 
 
算式イ 
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(注) Ｎとは、測定日数をいい、Ｌｄｅｎ,ｉとは、測定日のうちｉ日目の測定日のＬｄｅｎ

をいう。 
 

（参考） 
 国際的には、Ldenは EU 指令において採用されているとともに、フランス、デンマーク

等多くの国が採用している。また、等価騒音レベルを基本とした類似の指標については、

アメリカ、オーストリア等が採用している。 


